
 

インクルーシブ音楽プロジェクトいろいろねいろ  

令和７年度 インクルーシブ体験ワークショップ 募集要項  

 

 

 

 

 

 

アーティストによるインクルーシブ体験を 

希望する福祉施設を募集します！ 

 

 

 

 

募集〆切：令和７年６月２７日(金) 

 

 

 

市民文化局パラムーブメント推進担当 

(運営：特定非営利活動法人ＳＴスポット横浜)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アーティストといっしょにインクルーシブ体験に触れてみませんか？ 

 

川崎市では、東京2020オリンピック・パラリンピックを契機として「誰もが自分

らしく暮らし、自己実現を目指せる地域づくり」を目指し、共生社会の実現に向け

「かわさきパラムーブメント」を進めています。 

インクルーシブ音楽プロジェクトは、「いろいろねいろ」をキーメッセージに音楽

やダンスを通じて、多様性や包摂など、「かわさきパラムーブメント」の世界観を楽

しみながら感じられるプログラムとして、さまざまな活動を展開しています。 

今回は、音楽やダンスのワークショップを通して、多様性や包摂など、「かわさき

パラムーブメント」について、いっしょに考えていただける福祉施設を募集します。 

 

※これまでの取組事例 

川崎市ホームページにてプロジェクトの内容をご覧いただけます。 

【インクルーシブ音楽プロジェクト】 

https://www.city.kawasaki.jp/2020olypara/category/242-0-0-0-0-0-0-0-0-0.html 

 

 

【実施施設の一例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2次元コードから、川崎市ホームページに掲載している上記の実施施設の活動記録を見ることができます。 

※川崎市ホームページに掲載している写真は、事前に施設の確認・許可をいただいています。 

 

 

生活介護事業所 

「ピカソ・カレッジ二子」でのワークショップ 

 (身体表現) 

 

地域の寺子屋でのワークショップ 

(ダンス) 

 

「国際交流センター」でのワークショップ 

（音楽） 

https://www.city.kawasaki.jp/2020olypara/category/242-0-0-0-0-0-0-0-0-0.html


１．ワークショップ実施施設の募集内容  

（１）募集対象 

・川崎市内の障害福祉サービス事業所、児童福祉施設及び高齢者施設等が対象です。応募いただいた中から、

３か所程度を選定予定です。  

・１か所につき、３回程度実施することを想定します。  

 

（２）ワークショップの内容  

・アーティスト（音楽家、ダンサーなど）が施設に訪れて、３回程度ワークショップを行います。 

・ワークショップは、音楽やダンスを通じて、多様性や包摂など「かわさきパラムーブメント」の世界観を楽しみ

ながら感じていただく内容になります。 

・芸術ジャンルや内容は、施設のご希望に合わせて、ご相談させていただきます。  

 

（3）開催日 

・令和７年８月～令和８年２月までの間で調整します。 

 

（４）ワークショップの時間 

・各回９０分程度を原則としますが、施設のご希望に合わせて調整します。 

 

（５）募集締め切りと申込み方法  

募集は６月27日(金)まで。 

申込みフォームからご応募いただくか、別添「エントリーシート」を以下のメールアドレスまでお送りください。 

【申込み先】  

◇申込みフォームの場合  

URL：https://logoform.jp/form/FUQz/1067361 

◇メールの場合  

市民文化局パラムーブメント推進担当  

25para@city.kawasaki.jp 

 

（７）募集にあたっての留意点 

・先着順ではありません。応募が多数の場合には、抽選により実施施設を決定します。 

・アーティストや具体的な内容については、実施決定後にコーディネーター（特定非営利活動法人ＳＴスポット

横浜）と相談させていただきます。 

・アーティストの謝金と交通費は、川崎市が負担します。消耗品や材料などは、施設側に用意をお願いする場

合もあります。詳しくは、実施決定後にご相談させていただきます。 

・事業の成果を周知するため、ワークショップの模様を川崎市のホームページ及びnote等に活動記録を掲載

します（参加者の撮影条件については、事前打合せの際に確認させていただきます）。 

・今後の活動に活かしていくため、ワークショップ終了後の振り返りやアンケートへのご協力をお願いします。 

・この事業を通して、施設での自主的な活動を支援したいと考えています。ワークショップ実施終了後の展開

についてもイメージしながらご応募ください。 

 

 

申込フォーム（施設） 

https://logoform.jp/form/FUQz/1067361
mailto:25para@city.kawasaki.jp


２．今後のスケジュール 

 

▼募集（〆切：６月２７日(金)まで） 

申し込みフォームか、この要項の最後にあるエントリーシートをメールでお送りください。 

 

▼実施施設への決定通知（7月上旬より順次） 

実施の可否に関わらず、ご応募があった施設すべてに結果をお知らせします。 

以後の連絡は、以後の連絡は、コーディネーターより行います。 

 

▼実施に向けての調整（7月中旬より順次） 

施設とコーディネーターで打合せをします。狙い、ジャンル、回数、アーティストなどを調整します。 

施設の詳細な希望と状況をお伝えください。 

 

▼アーティストの決定、事前打合せ 

施設と調整の上、アーティストを決定します。その後、適宜アーティストを含めた事前打合せを行い、具体的な

内容を組み立てます。日程などもこの段階で決定します。 

 

▼実施内容の調整（随時） 

当日に向けて、必要に応じて打合せや実施内容の調整を行うことがあります。 

 

▼ワークショップ実施 

打合せ内容に沿って、ワークショップを実施します。時期は、おおむね令和７年８月1日から令和８年2月28日

まで（ご相談によって実施開始が前後することもあります）の実施となります。 

※１～３月の実施では、インフルエンザ等感染症の流行による日程変更なども予想されます。できる限り12月

までの日程での実施を予定しています。 

※ワークショップ終了後に、施設職員、アーティスト、コーディネーターが参加する振り返りを行いますので、 

ご協力ください。 

 

▼アンケートの実施、活動記録・写真などの確認（実施後２週間程度） 

ワークショップの改善点やアドバイスなどをいただくアンケートの回答や、川崎市のホームページ及びnote等

に掲載する活動記録の確認等にご協力ください。 

 

※詳細は、実施決定後にお知らせします。 

 

 

 



施設版 

令和７年度 インクルーシブ体験ワークショップ エントリーシート 
 

施設名 
 

（運営 ：                                       ） 

施設種別  

主な障害種別  

参加予定人数               人 

所在地  

担当者名  

連絡先 

メールアドレス：  

TEL：                          FAX： 

 

※連絡方法はメールを基本とします      

施設の主な活動 

 

地域と連携した活動  

 

＜ワークショップ実施にあたり連携(いっしょに参加)できそうな団体や施設などがあれば＞ 

 

 

 

ワークショップに期

待すること 

 

配慮事項など 

※詳細は事前打ち合わせの

際にお聞きします 

 

希 望 ジ ャ ン ル □音楽系      □ダンス・身体表現系                            

撮影の可否 
(市の HP・note で公開) 

□顔出し OK   □個人が特定できなければ OK   □撮影自体 NG 

実施可能時期 
※可能な月に○を記入 

8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 

       

 



施設版 

令和７年度 インクルーシブ体験ワークショップ エントリーシート 
 

施設名 
川崎うきうき作業所 

（運営 ： 社会福祉法人かわさきうきうき会      ） 

施設種別 障害福祉サービス事業所（生活介護）・地域活動支援センター 

主な障害種別 重度重複障害・精神障害 

参加予定人数 10 人 

所在地 川崎市川崎区宮本町 1 番地 

担当者名 川崎 太郎 

連絡先 

メール：1234@abc.co.jp 

TEL：123-3456-6789    FAX：123-3456-6767 

 

※連絡方法はメールを基本とします      

施設の主な活動 

（例 1）施設職員がギターを弾けるので時折、音楽活動やカラオケなどをしている。 

（例 2）ちぎり絵などの創作をしたり、手芸品を作って施設で販売したりしている。 

地域と連携した活動  

（例 1）月に 1 回、地域で活動する団体を招いて、音楽界や朗読会を行っている。 

（例 2）近隣にある当法人が運営する保育園と合同で夏祭りを開催している。 

＜ワークショップ実施にあたり連携(いっしょに参加)できそうな団体や施設などがあれば＞ 

（例 1）近隣にある保育園の子どもたちに参加を促すことも可能。 

（例 2）同じ建物内の高齢者施設の利用者に参加を促すことも可能。 

 

ワークショップに期

待すること 

（例１） 

発話ができる人が少なく、利用者同士のコミュニケーションや相互理解に課題を感じている。 

施設職員のみの関わりではアイディアに限界があり、ワークショップを通して、利用者の表現を

引き出したり互いの交流につながるヒントを得たい。 

（例２） 

ふだん座って作業をする時間が長いため、身体を動かす機会を作りたい。また、通りかかった

地域の人が手芸品を見てくれるなど、施設の場所を認知してもらっている感覚はあるが直接か

かわる機会が少ない。楽しみながら交流して相互理解につながる機会をつくりたい。 

配慮事項など 

※詳細は事前打ち合わせの

際にお聞きします 

（例１） 

車いすの利用者がいる。 

（例２） 

大きな音が苦手な利用者がいる。 

希 望 ジ ャ ン ル □音楽系     ■ダンス・身体表現系                            

撮影の可否 
(市の HP・note で公開) 

■顔出し OK   □個人が特定できなければ OK   □撮影自体 NG 

実施可能時期 
※可能な月に○を記入 

8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 

○  ○ ○ ○   

 

記入例 

mailto:1234@abc.co.jp

